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(57)【要約】
【課題】ライトガイドファイバの出射端面の破損を防止
し、挿入部の細径化を図るとともに、ライトガイドファ
イバからの照明光の量と配光範囲を確保して十分に拡散
／集光させることで所望の配光特性を実現することがで
きる内視鏡を得る。
【解決手段】ファイバ保持筒は、筒状観察光学ユニット
の外囲に位置し、ライトガイドファイバをその出射端面
を露出させた状態で保持する。カバー部材は、挿入部の
先端部に位置し、ファイバ保持筒に保持されたライトガ
イドファイバの出射端面を覆うフランジ状被覆部と、こ
のフランジ状被覆部の内周縁から挿入部の長手方向に突
出する筒状嵌合部とを有し、ライトガイドファイバの出
射端面から出射する照明光を筒状観察光学ユニットの視
野に配光させる。筒状観察光学ユニットの先端部外周と
ファイバ保持筒の先端部内周との間には筒状の嵌合空間
が形成されており、この筒状嵌合空間にカバー部材の筒
状嵌合部が嵌合されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の挿入部の先端部に臨む筒状の観察光学ユニットと、この筒状観察光学ユニット
の外囲に位置し、先端の出射端面から照明光を出射させるライトガイドファイバとを備え
た内視鏡において、
　前記筒状観察光学ユニットの外囲に位置し、前記ライトガイドファイバをその出射端面
を露出させた状態で保持するファイバ保持筒と、
　前記挿入部の先端部に位置し、ファイバ保持筒に保持された前記ライトガイドファイバ
の出射端面を覆うフランジ状被覆部と、このフランジ状被覆部の内周縁から前記挿入部の
長手方向に突出する筒状嵌合部とを有し、前記ライトガイドファイバの出射端面から出射
する照明光を前記筒状観察光学ユニットの視野に配光させるカバー部材と、を備え、
　前記筒状観察光学ユニットの先端部外周と前記ファイバ保持筒の先端部内周との間には
筒状の嵌合空間が形成されており、この筒状嵌合空間にカバー部材の前記筒状嵌合部が嵌
合されていることを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　請求項１記載の内視鏡において、
　前記ライトガイドファイバは、前記筒状観察光学ユニットを径方向から挟んで対向する
一対が設けられている内視鏡。
【請求項３】
　請求項２記載の内視鏡において、
　前記ファイバ保持筒は、長手方向に長い外筒と、この外筒よりも長手方向に短く該外筒
の先端部の内側に嵌まる内側支持環とを有し、前記外筒と内側支持環との間に、前記一対
のライトガイドファイバを挿入するための一対のファイバ挿入穴が形成されている内視鏡
。
【請求項４】
　請求項２または３記載の内視鏡において、
　カバー部材の前記フランジ状被覆部には、前記一対のライトガイドファイバの出射端面
から出射する照明光を拡散／集光するためのレンズ面、拡散面または拡散板が設けられて
いる内視鏡。
【請求項５】
　請求項４記載の内視鏡において、
　前記レンズ面、拡散面または拡散板は、前記一対のライトガイドファイバの出射端面に
対応する一対が設けられており、
　前記ファイバ保持筒とカバー部材との間には、前記一対のレンズ面、拡散面または拡散
板と、前記一対のライトガイドファイバの出射端面との周方向の位相を一致させて両者を
対向させる位置決め手段が設けられている内視鏡。
【請求項６】
　請求項５記載の内視鏡において、
　前記一対のレンズ面は、前記一対のライトガイドファイバの出射端面に対して凹面また
は凸面を向けている内視鏡。
【請求項７】
　請求項１ないし６のいずれか１項記載の内視鏡において、
　カバー部材の前記フランジ状被覆部の外周面は、長手方向において略同径のストレート
形状または挿入部の先端側に向かって縮径するテーパ形状をなしている内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡に関し、特に鼻咽喉スコープとして用いられるようなチャンネル類を
有しない観察に特化した細径内視鏡に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　この種の細径内視鏡は、その基本構成として、挿入部の先端部に臨む筒状の観察光学ユ
ニットと、この筒状観察光学ユニットの外囲に位置し、先端の出射端面から照明光を出射
させるライトガイドファイバとを備えている。従来品は、ライトガイドファイバの出射端
面が挿入部の先端部に剥き出しになっていたため、ライトガイドファイバの出射端面の破
損のリスクがあり、また所望の配光特性を得られないといった不具合があった。
【０００３】
　この不具合を解消するために、特許文献１では、挿入部の先端部に、ライトガイドファ
イバの出射端面を覆う円環形状部を有する透明樹脂製の先端カバーを設けている。しかし
、先端カバーを挿入部の先端部に固定するために、円環形状部の外周縁から挿入部の長手
方向に延設する周胴部を設けて、この周胴部をライトガイドファイバの外周側に沿わせて
いるため、挿入部が大径化してしまう。また、ライトガイドファイバの出射端面から出射
する照明光が筒状観察光学ユニットの外周面（非透光性の絶縁部材）で遮られることで、
照明光の量が減るとともに配光範囲も狭くなってしまう。
【０００４】
　特許文献２では、先端硬性部を照明光が透過可能な透明部材で構成した上で、該先端硬
性部に、ライトガイドファイバを挿入してこれを保持するためのファイバ挿入穴を設けて
いる。ファイバ挿入穴の先端部には、ライトガイドファイバの出射端面から出射された照
明光を拡散／集光する凹面（レンズ面）と、この凹面を取り囲むように配置されライトガ
イドファイバの出射端面の周縁部が当て付けられる当付面とが形成されている。しかし、
ファイバ挿入穴の先端部に当付部を形成することが必須であるため凹面（レンズ面）の設
計に制約が生じてしまい、また、当付部に当て付けられるライトガイドファイバの出射端
面の周縁部から出射した照明光は凹面（レンズ面）を通らないため十分な拡散／集光の効
果を得ることができない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特許第４７０４３８６号公報
【特許文献２】特開２００９－２０７５２９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、以上の問題意識に基づいて完成されたものであり、ライトガイドファイバの
出射端面の破損を防止し、挿入部の細径化を図るとともに、ライトガイドファイバからの
照明光の量と配光範囲を確保して十分に拡散／集光させることで所望の配光特性を実現す
ることができる内視鏡を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の内視鏡は、内視鏡の挿入部の先端部に臨む筒状の観察光学ユニットと、この筒
状観察光学ユニットの外囲に位置し、先端の出射端面から照明光を出射させるライトガイ
ドファイバとを備えた内視鏡において、前記筒状観察光学ユニットの外囲に位置し、前記
ライトガイドファイバをその出射端面を露出させた状態で保持するファイバ保持筒と、前
記挿入部の先端部に位置し、ファイバ保持筒に保持された前記ライトガイドファイバの出
射端面を覆うフランジ状被覆部と、このフランジ状被覆部の内周縁から前記挿入部の長手
方向に突出する筒状嵌合部とを有し、前記ライトガイドファイバの出射端面から出射する
照明光を前記筒状観察光学ユニットの視野に配光させるカバー部材と、を備え、前記筒状
観察光学ユニットの先端部外周と前記ファイバ保持筒の先端部内周との間には筒状の嵌合
空間が形成されており、この筒状嵌合空間にカバー部材の前記筒状嵌合部が嵌合されてい
ることを特徴としている。
【０００８】



(4) JP 2014-155526 A 2014.8.28

10

20

30

40

50

　前記ライトガイドファイバは、前記筒状観察光学ユニットを径方向から挟んで対向する
一対が設けられていることが好ましい。
【０００９】
　前記ファイバ保持筒は、長手方向に長い外筒と、この外筒よりも長手方向に短く該外筒
の先端部の内側に嵌まる内側支持環とを有し、前記外筒と内側支持環との間に、前記一対
のライトガイドファイバを挿入するための一対のファイバ挿入穴が形成されていることが
好ましい。
【００１０】
　カバー部材の前記フランジ状被覆部には、前記一対のライトガイドファイバの出射端面
から出射する照明光を拡散／集光するためのレンズ面、拡散面または拡散板が設けられて
いることが好ましい。
【００１１】
　前記レンズ面、拡散面または拡散板は、前記一対のライトガイドファイバの出射端面に
対応する一対が設けられており、前記ファイバ保持筒とカバー部材との間には、前記一対
のレンズ面、拡散面または拡散板と、前記一対のライトガイドファイバの出射端面との周
方向の位相を一致させて両者を対向させる位置決め手段が設けられていることが好ましい
。
【００１２】
　前記一対のレンズ面は、前記一対のライトガイドファイバの出射端面に対して凹面また
は凸面を向けることができる。
【００１３】
　カバー部材の前記フランジ状被覆部の外周面は、長手方向において略同径のストレート
形状または挿入部の先端側に向かって縮径するテーパ形状とすることができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、ライトガイドファイバの出射端面の破損を防止し、挿入部の細径化を
図るとともに、ライトガイドファイバからの照明光の量と配光範囲を確保して十分に拡散
／集光させることで所望の配光特性を実現することができる内視鏡が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明による内視鏡の挿入部の先端部を示す側断面図である。
【図２】図１のII－II線に沿う断面図である。
【図３】挿入部の先端部にカバー部材を嵌め込む前の状態を示す斜視図である。
【図４】本発明による内視鏡の作用効果を示す図１に対応する側断面図である。
【図５】本発明による内視鏡の別の実施形態を示す図１に対応する側断面図である。
【図６】本発明による内視鏡のさらに別の実施形態を示す図である。
【図７】本発明による内視鏡のさらに別の実施形態を示す図であり、図７（Ａ）はカバー
部材のフランジ状被覆部に一対の凸レンズ面を設けた実施形態を示す図であり、図７（Ｂ
）はカバー部材のフランジ状被覆部に一対の拡散板を設けた実施形態を示す図である。
【図８】本発明による内視鏡のさらに別の実施形態を示す図であり、図８（Ａ）はファイ
バ保持筒の係合凹部とカバー部材の係合凸部を示す図２に対応する断面図であり、図８（
Ｂ）はカバー部材の単体構成を示す後方から見た正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、図１ないし図４を参照して、本発明による内視鏡（電子内視鏡）１０の一実施形
態について説明する。本実施形態の内視鏡１０は、例えば、鼻咽喉スコープとして用いら
れるようなチャンネル類を有しない観察に特化した細径内視鏡である。
【００１７】
　内視鏡１０は可撓性を有する長尺の挿入部１１を有している。挿入部１１の外面は絶縁
性の外皮部１２で覆われている。本明細書における前後方向は、挿入部１１の先端側を「
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前方」、挿入部１１の基端側を「後方」とする。
【００１８】
　挿入部１１の内部には、該挿入部１１の先端部に臨む筒状の観察光学ユニット２０が設
けられている。筒状観察光学ユニット２０は、非透光性の絶縁材料からなる円筒部材２１
に対物レンズ群２２を保持してなる。筒状観察光学ユニット２０の後方には撮像素子２３
と駆動回路２４が順に位置しており、この撮像素子２３と駆動回路２４には複数の信号線
からなる信号ケーブル２５が接続している。撮像素子２３と駆動回路２４と信号ケーブル
２５の先端部はこれらを接着剤でモールドしたパッケージ部として構成されており、この
パッケージ部の外側がシールド環２６で覆われている。筒状観察光学ユニット２０（対物
レンズ群２２）によって被写体像が撮像素子２３の撮像面に結像され、光電変換により得
られる画像信号が信号ケーブル２５を経て図示しない画像処理装置に送られることで、被
写体画像が表示ないし記録される。図１中のＯは筒状観察光学ユニット２０（対物レンズ
群２２）の光軸である。撮像素子２３の撮像面は横長矩形をなしており、図１、図３中の
矢印Ｌが撮像素子２３の撮像面の長辺方向、図３中の矢印Ｓが撮像素子２３の撮像面の短
辺方向である。
【００１９】
　挿入部１１の内部には、筒状観察光学ユニット２０の外囲に位置させて、複数の光学繊
維を束ねて形成された一対のライトガイドファイバ３０が設けられている。一対のライト
ガイドファイバ３０は、図示しない光源装置からの照明光を導いて先端の出射端面３１か
ら出射する。図１、図３に示すように、一対のライトガイドファイバ３０は、撮像素子２
３の撮像面の長辺Ｌの方向に離間して光軸Ｏ方向に沿って延設されており、筒状観察光学
ユニット２０を径方向から挟んで対向している。また一対のライトガイドファイバ３０の
出射端面３１は、撮像素子２３の撮像面の短辺Ｓの方向に細長く延びて三日月状をなして
おり、光軸Ｏを中心として対称な形状を有している。より詳細には、一対のライトガイド
ファイバ３０の出射端面３１は、正面視で、筒状観察光学ユニット２０の光軸を中心とす
る円弧を、短辺Ｓと平行な線分で切り取った形をしている。一対のライトガイドファイバ
３０をこのように配置することで、例えばアスペクト比５：４、４：３、１６：９といっ
た横長なモニタの表示領域をフルに使用して、挿入部１１のレイアウトの無駄を防止して
細径化するとともに、照明光のロスを減らすことができる。
【００２０】
　挿入部１１の内部には、筒状観察光学ユニット２０の外囲に位置させて、ファイバ保持
筒４０が設けられている。ファイバ保持筒４０は、一対のライトガイドファイバ３０の先
端付近の所定長をその出射端面３１を露出させた状態で保持する。ファイバ保持筒４０は
、長手方向に長い外筒４１と、この外筒４１よりも長手方向に短く該外筒４１の先端部の
内側に嵌まる内側支持環４２とを有している。外筒４１と内側支持環４２との間には、一
対のライトガイドファイバ３０を挿入するための一対のファイバ挿入穴４３が形成されて
いる。一対のファイバ挿入穴４３に対して一対のライトガイドファイバ３０の先端部が挿
入されて接着固定される。内側支持環４２には貫通穴４４が形成されており、筒状観察光
学ユニット２０（円筒部材２１）は、この貫通穴４４から前方に突出した状態でファイバ
保持筒４０内に固定される。
【００２１】
　図１に示すように、筒状観察光学ユニット２０（円筒部材２１）の先端部外周と、ファ
イバ保持筒４０（内側支持環４２）の先端部内周との間には、筒状の嵌合空間５０が形成
されている。
【００２２】
　挿入部１１の先端部には、一対のライトガイドファイバ３０の出射端面３１から出射す
る照明光を筒状観察光学ユニット２０（対物レンズ群２２）の視野に配光させる透光性で
絶縁性のカバー部材６０が設けられている。このカバー部材６０は、ファイバ保持筒４０
に保持された一対のライトガイドファイバ３０の出射端面３１を覆うフランジ状被覆部６
１と、このフランジ状被覆部６１の内周縁から挿入部１１の長手方向に突出する筒状嵌合
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部６２とを有する回転対称形状をなしている。フランジ状被覆部６１は、挿入部１１の長
手方向と直交しており、その外周面は長手方向において略同径のストレート部６１ａをな
している。カバー部材６０は、筒状嵌合部６２を筒状嵌合空間５０に嵌合し、且つ、フラ
ンジ状被覆部６１の後端部外周、ファイバ保持筒４０（外筒４１）の先端部外周及び外皮
部１２の先端部外周に亘って接着剤ｂを塗布することで、挿入部１１の先端部に固定され
る。
【００２３】
　以上のように構成された内視鏡１０は、図４に示すように、カバー部材６０のフランジ
状被覆部６１が一対のライトガイドファイバ３０の出射端面３１を覆ってこれを保護して
いるので、一対のライトガイドファイバ３０の出射端面３１の破損を防止することができ
る。
【００２４】
　また、カバー部材６０は絶縁材料からなっていて、その筒状嵌合部６２が筒状嵌合空間
５０に嵌合しているため、挿入部１１の内部の周方向スペースを効果的に利用することが
でき、上述した特許文献１の周胴部に相当する構成要素を設ける必要がなくなり、挿入部
１１の細径化を図ることができる。つまり、図４中の“長さＡ”を極限まで小さくするこ
とができる。
【００２５】
　また、カバー部材６０の筒状嵌合部６２が絶縁環の役割を果たしているため、別部材と
しての絶縁環を設けることなく部品点数を少なくすることができ、カバー部材６０のフラ
ンジ状被覆部６１から広範囲に照明光を出射することができる（照明光のロスを減少する
ことができる）。つまり、図４中の“角度α”を極限まで大きくすることができる。仮に
、筒状観察光学ユニット２０（円筒部材２１）とファイバ保持筒４０（内側支持環４２）
との間に別部材としての絶縁環を設けたときには、部品点数が多くなるとともに、一対の
ライトガイドファイバ３０の出射端面３１から出射する照明光が絶縁環で遮られることで
、照明光の量が減って配光範囲も狭くなってしまう。
【００２６】
　図５は、本発明による内視鏡１０の別の実施形態を示している。この実施形態では、フ
ランジ状被覆部６１の外周面が挿入部１１の先端側に向かって縮径するテーパ形状部６１
ｂをなしている。これにより、内視鏡１０の挿入部１１を被検者の鼻孔や咽頭孔に挿入し
易くして被検者の負担を軽減することができ、また術者（医師）の作業性にも優れている
。
【００２７】
　図６は、本発明による内視鏡１０のさらに別の実施形態を示している。この実施形態で
は、カバー部材６０のフランジ状被覆部６１に、一対のライトガイドファイバ３０の出射
端面３１から出射する照明光を拡散するための一対のレンズ面６３が形成されている。こ
の一対のレンズ面６３は、一対のライトガイドファイバ３０の出射端面３１に対して凹面
を向けた凹レンズ面からなる。
【００２８】
　この実施形態によれば、上述した特許文献２の当付面に相当する構成要素を設ける必要
がないので、一対のライトガイドファイバ３０の出射端面３１の全域から出射される照明
光が漏れなく凹レンズ面６３を通って十分な拡散効果を得ることができ、また、凹レンズ
面６３の設計の自由度を高めることができる。
【００２９】
　図７（Ａ）、（Ｂ）は、本発明による内視鏡１０のさらに別の実施形態を示している。
図７（Ａ）の実施形態では、カバー部材６０のフランジ状被覆部６１に、図６の一対の凹
レンズ面６３に代えて、一対のライトガイドファイバ３０の出射端面３１に対して凸面を
向けた一対の凸レンズ面６４を設け、出射端面３１から出射する照明光が集光するように
している。図７（Ｂ）の実施形態では、カバー部材６０のフランジ状被覆部６１に、図６
の一対の凹レンズ面６３に代えて、一対の嵌込凹部６５を形成し、この一対の嵌込凹部６
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５に一対の拡散板６６を嵌め込んでいる。カバー部材６０のフランジ状被覆部６１に、凹
レンズ面６３を設けるか、凸レンズ面６４を設けるか、あるいは拡散板６６を設けるかは
、内視鏡１０の性質（要求）に応じて定める。
【００３０】
　なお、図示は省略しているが、カバー部材６０のフランジ状被覆部６１に、一対のライ
トガイドファイバ３０の出射端面３１から出射する照明光を拡散するための一対の拡散面
を形成してもよい。
【００３１】
　図８（Ａ）、（Ｂ）は、本発明による内視鏡１０のさらに別の実施形態を示している。
この実施形態では、ファイバ保持筒４０の内側支持環４２の周方向の一部に円弧状の係合
凹部（位置決め手段）４５が形成されており、カバー部材６０の筒状嵌合部６２の周方向
の一部に円弧状の係合凸部（位置決め手段）６７が形成されている。これにより、係合凸
部６７を係合凹部４５に係合させるだけで、ファイバ保持筒４０とカバー部材６０の相対
回転が規制され、カバー部材６０のフランジ状被覆部６１に形成された一対の凹レンズ面
６３、凸レンズ面６４、嵌込凹部６５、拡散板６６または拡散面と、一対のライトガイド
ファイバ３０の出射端面３１との周方向位相を一致させて両者を対向させることができる
。
【００３２】
　以上の実施形態では、本発明の内視鏡１０を、鼻咽喉スコープとして用いられるような
チャンネル類を有しない観察に特化した細径内視鏡に適用した場合を例示して説明した。
しかし本発明は、例えば、処置具挿通チャンネルや送気送水チャンネルなどの各種のチャ
ンネル類を有する内視鏡にも同様に適用可能である。
【００３３】
　以上の実施形態では、筒状観察光学ユニット２０を径方向から挟んで対向する正面三日
月状の一対のライトガイドファイバ３０を用いた場合を例示して説明したが、一対のライ
トガイドファイバ３０の正面形状は三日月形に限られず、また一対を配置するのに代えて
、筒状観察光学ユニット２０を取り囲む正面円環状のライトガイドファイバを用いること
も可能である。
【００３４】
　以上の実施形態では、一対のライトガイドファイバ３０の出射端面３１に対応させて、
一対のレンズ面６３、６４、拡散板６６または拡散面（図示せず）を設けた場合を例示し
て説明したが、レンズ面、拡散板または拡散面を周方向に連続して形成する態様も可能で
ある。
【符号の説明】
【００３５】
１０　内視鏡
１１　挿入部
１２　外皮部
２０　筒状観察光学ユニット
２１　円筒部材
２２　対物レンズ群
２３　撮像素子
２４　駆動回路
２５　信号ケーブル
２６　シールド環
３０　ライトガイドファイバ
３１　出射端面
４０　ファイバ保持筒
４１　外筒
４２　内側支持環
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４３　ファイバ挿入穴
４４　貫通穴
４５　係合凹部（位置決め手段）
５０　筒状嵌合空間
６０　カバー部材
６１　フランジ状被覆部
６１ａ　ストレート部
６１ｂ　テーパ形状部
６２　筒状嵌合部
６３　凹レンズ面
６４　凸レンズ面
６５　嵌込凹部
６６　拡散板
６７　係合凸部（位置決め手段）

【図２】

【図３】

【図８】
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